
　吹田市の文化財保護課では日々の文化財調査と保護に加えて、市民の皆様へ、より文化
財に親しんでいただくための各種取り組みを行っています。 

　－埋蔵文化財の調査－ 

　吹田市内には約 150 か所の遺跡（埋蔵文
化財包蔵地）があります。遺跡は、開発等の
工事で壊され失われる可能性があるため、遺
跡内において影響が大きいと思われる工事で
は発掘調査・試掘調査を、影響が少ないと思
われる工事では確認のため、立会を行ってい
ます。令和４年度（2022 年度）は発掘調査
21 件、試掘調査 7 件、立会 89 件を実施し
ました。 

－文化財保存事業補助金の交付－ 

　令和 4 年度（2022 年度）は市指定無形民
俗文化財１件、市地域無形民俗文化財 2 件
の保存事業に補助金を交付しました。 

－史跡の管理・運用－ 
　国

く に

史
し

跡
せ き

七
な な

尾
お

瓦
が

窯
よ う

跡
せ き

・吉
き

志
し

部
べ

瓦
が

窯
よ う せ き

跡、府
ふ

史
し

跡
せ き

吉
き

志
し

部
べ

瓦
が

窯
よ う せ き

跡（工
こ う

房
ぼ う

跡
あ と

）、吹
す い

田
た

須
す

恵
え

器
き

窯
か ま あ と

跡№
34および雉

き じ

子畷
なわて

碑
ひ

を管理しており、一般公
開しています（常時見学可）。 

 －文化財の普及・啓発－ 

　文化財の啓発資料の作成・頒布、市内の遺
跡・文化財所在地への文化財説明板の設置等
を行っています。令和 4 年度（2022 年度）
は説明板設置の他、史跡七

な な

尾
お

瓦
が

窯
よ う せ き

跡（岸部北
5 丁目）の説明板を修繕しました。また、平
成 29年度（2017年度）に実施した都

と

呂
ろ

須
す

遺跡発掘調査の成果発表として、『都呂須遺
跡発掘調査報告書Ⅰ－都呂須遺跡第 10 次・
第 11 次発掘調査－』を刊行しました。 

（猪股 文京） 
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文化財保護の取り組み 

▲「吹田操車場遺跡でみつかった古代の建物跡」 
　 文化財説明板（新規設置） 

◀№ 35『旧
きゅう

西
に し

尾
お

家
け

住
じゅうたく

宅主
し ゅ

屋
お く

』 
　国重要文化財「旧西尾家住宅」の中心
的建物である主屋は明治 28 年 (1895 年
) 建築で、居住部・玄関部・計

けいりょう

量部
べ や

屋部
の３棟で構成されています。「旧西尾家
住宅」のペーパークラフトは№ 31・32

『茶室 積
せ き す い あ ん

翠庵Ⅰ・Ⅱ』に続き、３作目と
なります。 



旧西尾家住宅の保存修理

2

　旧西尾家住宅は、内本町２丁目に所在し
ます。一辺が約60mのほぼ正方形の敷地内
に、明治28年（1895年）上棟の大規模な
主
し ゅ お く

屋をはじめ、京
きょう

都
と

茶
さ

道
ど う

藪
やぶのうち

内家
け

の茶
ち ゃ

室
し つ

「燕
え ん

庵
な ん

」と「雲
うん きゃく

脚」の写
う つ

しである積
せ き

翠
す い

庵
あ ん

や、関西
建築界の重鎮であった武

た け

田
だ

五
ご

一
い ち

の設計とされ
る離れなど、多彩な建物が残っています。関
西地方における都市近郊の大型和風住宅とし
て高く評価され、平成21年（2009年）に国
の重要文化財に指定されました。また、令和
元年（2019年）9月には、外塀・内塀が追
加指定されました。 
　平成 17 年（2005 年）10 月から「旧

きゅう

西
に し

尾
お

家
け

住
じゅう

宅
た く

（吹
す い

田
た

文
ぶ ん

化
か

創
そ う

造
ぞ う

交
こうりゅうかん

流館）」として一般
公開を行ってきましたが、老朽化に加え近来
の地震や台風の被害もあって、かなり損傷が
目立つ状態になっていました。また、耐震基
礎診断の結果、大地震時に倒壊の危険が認め
られたことから、建造されて以来はじめての
大規模な保存修理工事を行い、併せて各建物
に耐震補強を施していくこととなりました。 
　国庫補助事業として、令和 2 ～ 3 年度に
かけては外塀（鉄筋コンクリート塀）の工事
を実施し、令和 4 年（2022 年）7 月からは
Ⅰ期工事として、主屋・米

こ め

蔵
ぐ ら

の半解体修理等
を実施しており、文化庁の承認を受けた主任
技術者等が建物の修理履歴等の詳細調査を行
いながら、工事を進めています。 
　今後は主屋のジャッキアップ等を予定して

　令和５年（2023年）10月14日・15日
に、修理工事現場見学会を開催し、瓦を降ろ
し下地を取り外した屋根等、普段はなかなか
見ることのできない姿を、工事関係者の解説
とともに間近でご覧いただきました。大工さ
ん手作りの模型を使った仕口や継手の説明で
は、参加者の皆様にも模型の取り外しや組み
立てを体験していただき、「職人の技」を体
感していただきました。また、小中学生を対
象にした回では、カンナ削り体験やカンナ屑
を使ったポンポン作りなども実施しました。

います。工事の様子はホームページ等でも随
時発信してまいります。 （立岡 宏美） 

▲主屋屋根解体後 

▲米蔵ジャッキアップ中 

修理工事現場見学会を開催しました 



学者の来館を期しましたが、今夏は猛暑の影
響もあり夏場の見学者数はあまり伸びず、令
和 5 年（2023 年）9 月末までの上半期の総
入場者数は 407 名でした。 
　今年度の「秋の特別公開」は 11 月 22 日

（水）から 30 日（木）にかけて開催しまし
た（27 日（月）は除く）。期間中の入場者数
は 251 名でした。庭園は紅葉で彩られ、特
に主屋玄関棟の窓から掘り下げた庭を眺める
と赤、橙、黄などの様々な色のもみじが楽し
め、見学者にはとても好評でした。また、普
段は非公開である離れ座敷の襖

ふ す ま え

絵の公開のほ
か、大

お お

塩
し お

平
へ い は ち ろ う

八郎など大坂ゆかりの文人たちの
書や絵、煎

せん
茶
ちゃ

道具のほか、旧中西家住宅では
初めてとなる所蔵の刀剣類の展示などを行い
ました。 

　これから寒い季節に向かい、旧中西家住宅
の庭園は物静かな冬枯れの装いへと変わって
いきます。四季折々に楽しめる庭園に加え、
所蔵する美術工芸品の展示にも力を入れてま
いりますので、地域の歴史と伝統を堪能でき
る旧中西家住宅を是非一度ご訪問ください。
ご予約をお待ちしています。 

（旧中西家住宅館長・松本 仲雄） 

旧中西家住宅の公開状況
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　 旧
きゅう

中
な か

西
に し

家
け

住
じゅう

宅
た く

（ 吹
す い

田
た

吉
き

志
し

部
べ

文
ぶ ん

人
じ ん

墨
ぼ っ

客
か く

迎
げ い ひ ん か ん

賓館）では毎年４月上旬には「春
は る

の特
と く  べ つ

別
公
こ う  か い

開」を、11月下旬には「秋
あ き

の特
と く  べ つ

別公
こ う  か い

開」
を実施し、それ以外の月は通年で建物と庭園
の公開（週3回・解説付き）、庭園のみの公
開（週3回）を行っています。 
　令和 5 年度（2023 年度）の「春の特別公
開」は 4 月 1 日（土）から 9 日（日）にか
けて開催しました（3 日（月）は除く）。こ
の時期はまだ新型コロナウィルス感染拡大
予防のため 1 回当たりの入場者定員を通常
時の半数である 15 名に限定し、マスク着用
やアルコール消毒、換気の徹底などの対策の
もとの実施となりました。期間中の入場者数
は 8 日間で 184 名でした。会期初め頃に満
開を迎えていた庭園の桜も終盤には葉桜が目
立ち始めましたがつつじ類や青もみじが目を
楽しませてくれました。主屋では江戸時代の
儒
じ ゅ が く し ゃ

学者で、大坂で活躍した篠
し の ざ き

崎三
さ ん と う

島や中
な か  い

井
竹
ち く ざ ん

山の書や泉
せ ん

州
しゅう

出身の絵師である日
ひ

根
ね

対
た い

山
ざ ん

や曽
そ

我
が

二
に

直
ちょく

菴
あ ん

の絵画の掛け軸などの展示を
行いました。 

　5 月 8 日以降はコロナ対策の緩和に伴い定
員を通常時の 30 名に戻しました。多くの見

▲春  桜の旧中西家住宅 

▲秋　紅葉の旧中西家住宅



都呂須遺跡Ｂ地点（旧西尾家住宅内）の発掘調査 

　旧西尾家住宅では現在、大規模修繕工事を
行っており、これに伴い、令和４年度から埋
蔵文化財の調査を行っています。令和４年

（2022 年）８月から本年９月まで５次にわ
たり行った調査について紹介いたします。 
　第１次調査は令和４年（2022 年）８月に
旧西尾家住宅表門東側前庭にて表門関係の遺
構の有無の確認のため実施したものです。調
査区のうち、北側に設定したＴ１では地表
下約 0.5m でこぶし大の石材が６個東西に並
び、Ｔ２では地表下約 0.4m で石材２個が東
西に並び、コンクリートで固定された状況を
確認しました。さらにＴ１の地表下約 1.3m
で層厚約 0.5m の中世の遺物包含層（瓦

が

質
し つ

土
器、白磁、土

は

師
じ

器
き

、瓦
が

器
き

等）が確認できまし
た。Ｔ１・２で確認した石材は現在の前庭関
連かそれ以前のもの（近・現代）と判断され、
表門関連の遺構は確認できませんでした。ま
た、Ｔ１で新たに確認した中世の遺物包含層
により、旧西尾家住宅敷地全体が新規の遺跡、
都

と

呂
ろ

須
す

遺
い

跡
せ き

Ｂ地点として周知されることとな
りました。 
　第２次調査は令和４年（2022 年）10 月
に同住宅北東納

な

屋
や

を対象に、旧西尾家住宅に
残された絵図中に ｢下雪

せ っ

隠
ち ん

｣ と記された便
所の位置を確認するために実施しました。調
査区２か所のうち、南側のＴ３は現代の撹

か く

乱
ら ん

を受けており、Ｔ４では地表下約 0.4m で
0.4 × 0.3m 大の平面三角形の石（花

か

崗
こ う

岩
が ん

か）
が３石並列した状態の石積みを検出しまし
た。石積みの北面は方位 N － 60°－ E を測
り、旧西尾家住宅敷地北面部の方位に一致し
ます。石積みは石垣か側

そ っ

溝
こ う

の一部の可能性も
あります。盛土直下での検出状況から近代の
所産と考えられます。便所は確認できません
でした。 
　第３次調査は、同住宅の主屋北西部、戌

い ぬ

亥
い

土
ど

蔵
ぞ う

との間に、古図面に記載のある便所の有
無を確認するために実施したものです。調査
区のうち、東側に設定したＴ５では、地表下

4

▲調査区位置図 

▲第１次調査 石組み 

▲第２次調査 石積み 



約0.2ｍで北端と南端の２か所で陶器甕
か め

上
半部分を検出し、便

べ ん

槽
そ う

の甕と考えられま
す。また、甕と甕の中間部分に平面円形の
径約0.3m、深さ約0.05mのピット（小さ
な穴）を検出しました。西側のＴ６では地
表下約0.1ｍで平面円形の径約0.3m、深さ
約0.1mのピットを、Ｔ６の北側のＴ７で
は地表下約0.1ｍで２基のピットを検出し
ました。以上のように検出した陶器甕の便
槽とピットは古図面の記載に一致し、便所
が設けられていたと考えられます。 
　第４次調査は基礎掘削工事が予定されて
いる同住宅の米

こ め

蔵
ぐ ら

を対象に、令和５（2023
年）年４月に米蔵の南北中軸部分に調査区
を３か所（Ｔ１～３）設定し、実施しまし
た。調査ではＴ１・２で近世の瓦

かわら

溜
た め

（濃密
に瓦が集積した遺構）を検出し、近世の瓦
類（平瓦・丸瓦・桟

さんがわら

瓦・道具瓦・軒平瓦・
軒丸瓦）を主体とし、陶器・磁器・土師器・
銭
せ ん

貨
か

（寛
か ん

永
え い つ う

通寳
ほ う

）・鉄釘・石材等（以上近世）
を含んだ、遺物収納箱約 15 箱分の多量の
遺物が出土しました。今回の調査区では北
から南側に向かって傾斜する土層が観察さ
れますが、瓦溜を形成するなど多量の瓦片
を含んでいることから、近世に廃材処理な
どを含んだ人為的な盛土を行って地盤をか
さ上げし、米蔵のベース面とした可能性が
考えられます。 
　第５次調査は令和５年（2023年）９月
に米蔵の基礎の状況確認を目的に調査区を
３か所（Ｔ４～６）設定し、実施しまし
た。米蔵西側に設定したＴ４・５の地

じ

覆
ふ く

石
い し

下部では地表下約0.4mの位置に厚さ約
0.1mの粘土層を敷いて石垣を１段設置し
ているのを確認しました。米蔵南側に設定
したＴ６の地覆石下部では地表下約0.6m
で2段の石垣を検出しましたが、石垣の下
に粘土層は認められませんでした。米蔵の
西側と南側で基礎の設置状況に相違がある
ことがわかりました。出土遺物は近世の瓦
類、陶器、磁器等が認められました。

（西本 安秀）

5

▲第３次調査 便槽の甕 

▲第４次調査 瓦溜と石材 

▲第５次調査 基礎石垣 



黄
お う

橙
と う

色
しょく

から明
め い

青
せ い

灰
か い

色
しょく

を呈
て い

していました。また、
内部は人

じ ん い て き

為的に埋め戻されたような堆積状況
で、窯

よ う

壁
へ き

片
へ ん

、須
す

恵
え

器
き

杯
つき

蓋
ぶ た

・杯
つき

身
み

・甕
か め

の他、少
量のビニール片が出土しました。この落ち込
みＳＸ１は関西大学の発掘調査トレンチの跡
であると思われます。 
　Ｔ２１では、表土層のすぐ下が地山層であ
り、遺構・遺物は検出されませんでした。 
以上のとおり、今回の調査では 窯

か ま あ と

跡は発見

できませんでしたが、これまでの発掘調査の
痕
こ ん

跡
せ き

を発見しました。この結果に遺物の出
しゅつ

土
ど

状
じょう

況
きょう

なども考
こ う

慮
り ょ

しますと、窯跡
は釈

し ゃ

迦
か

ケ
が

池
い け

（西方向、平面図下側）
から遊

ゆ う ほ

歩道
ど う

を挟んだ付近に存在す
る可能性があります。（猪股 文京） 

　吹
す い

田
た

須
す

恵
え

器
き

窯
か ま あ と

跡Ｎｏ.２は、岸
き し

部
べ

北
き た

４丁目
の紫

し

金
き ん

山
ざ ん

公
こ う

園
え ん

内に位置する遺跡です。　
　昭和４７年（１９７２年）に関

か ん

西
さ い

大
だ い

学
が く

考
こ う こ

古
学
が く

研
け ん

究
きゅう

室
し つ

によって発掘調査が行われ、遺構
は現

げ ん

地
ち

保
ほ

存
ぞ ん

されていますが、時間の経過によ
りその位置は不明確となっています。そのた
め、平成２６年度（2014年度）から位置と
保存状態確認のための発掘調査を実施してお
り、今回で通

つ う さ ん

算５回目となります。調査は令
和５年（２０２３年）３月中に行い、調査区
としてＴ１９、Ｔ２０、Ｔ２１（調査区番号
は平成２６年度からの通

とおし

番号）の３か所を設
定し、人

じ ん

力
り き

で掘
く っ

削
さ く

しました。 
　Ｔ１９では、南半分では谷

た に

状
じょう

の落ち込み地
形と令和元年度に実施した調査区Ｔ１８の一
部が検出されました。遺物は検出されません
でした。 

　Ｔ２０では、北
ほ く

端
た ん

部
ぶ

で垂直、またはオーバ
ーハング気味に掘られた落ち込みＳＸ１を検
出しました。落ち込み底

て い

部
ぶ

の一部は硬
こ う

質
し つ

で、

吹田須恵器窯跡 No.2 の発掘調査（岸部北４丁目） 
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▲落ち込みＳＸ１( 画面中央 )

▲Ｔ２１における人力掘削の様子  

▲調査平面図



　榎
え

坂
さ か

遺
い

跡
せ き

は吹田市江坂町３丁目一帯に広が
る弥

や

生
よ い

時
じ

代
だ い

から中
ちゅうせい

世の集
しゅう

落
ら く

遺
い

跡
せ き

です。これま
でに行った発掘調査から、柱

ちゅうけつ

穴、井
い

戸
ど

、土
ど

坑
こ う

等の遺
い

構
こ う

とともに、土
は

師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

等の土
ど

器
き

の他、貴
き

族
ぞ く

が身につけていた帯
お び

飾
か ざ

り、緑
りょく

釉
ゆ う

陶
と う

器
き

や青
せ い

磁
じ

や白
は く

磁
じ

等の高級品、銅銭等が出土し
ています。
　今回実施した調査では、Ｔ１では遺

い

構
こ う

面
め ん

を
４面、Ｔ２では遺構面を３面検出しました。
　第１次面は、地

ち

表
ひょう

面
め ん

下
か

約
や く

0.5ｍから、Ｔ１
ではピット（小さい穴）１基、Ｔ２では東西
方向の溝

み ぞ

１条を検出し、第２次面は、地表面
下約0.7ｍから、南北方向の溝をＴ１・２で
各１条検出しました。第３次面は、Ｔ１では
地表面下約1.5ｍからピットと考えられる落
込み１基を確認し、Ｔ２では地表面下約1.4
ｍから、ピット6基・溝状の落込み１基を検
出しました。さらにＴ１では第３次面よりさ
らに深い地表面下約1.7～1.8ｍから遺構面が
みつかりピット５基を検出しました。
　今回の調査では、土師器杯

つ き

・皿・甕
か め

・壺
つ ぼ

等、須恵器壺・甕・杯等、製
せ い

塩
え ん

土
ど

器
き

、黒
こ く

色
しょく

土
ど

器
き

Ａ類
る い

、瓦
が

器
き

などが多数出土した他、緑釉
陶器、灰

か い

釉
ゆ う

陶器、染
そ め

付
つ け

、骨
ほ ね

などが少量ながら
出土しました。時代としては、奈良時代後半
～平安時代前期の土師器、須恵器、黒色土
器、緑釉陶器、灰釉陶器、製塩土器などが最
も多く、古墳時代後期の土師器、平安時代中
期から鎌倉時代の土師器や瓦器などがありま
した。
　第１・２次面については、土

ど

鍋
な べ

と思われる
中世の土器が出土していることから、第２次
面は中世、第１次面は中世～近世の遺構の可
能性が考えられます。第３・４次面について
は、遺構内及び土

ど

層
そ う

内
な い

から奈良時代後半～平
安時代前期の遺物が多数出土しており、両面
とも平安時代前期までの時期の遺構と考えら
れます。
　江坂・垂水地域は、平安時代初頭に神

か ん ざ き

崎川
が わ

上流で淀
よ ど

川
が わ

とつなぐ運
う ん

河
が

が開
か い

削
さ く

され、その後
古代・中世を通じて京・西国間の交通の要所
として重

じゅう

要
よ う

な役
や く

割
わ り

を担
に な

うとともに、摂
せ っ か ん け

関家
領
りょう

垂
た る

水
み の

牧
ま き

榎
え さ か

坂郷
ご う

や東
と う じ り ょ う

寺領垂
た る

水
み の

荘
しょう

等の京都の

榎坂遺跡の発掘調査（江坂町３丁目）

有力者と関わりの深い荘
しょう

園
え ん

が営まれた地域で
あることから、今回検出した遺構は、そうい
った荘園に関連する集落の一部と考えられま
す。　　　　　　　　　　　　　（田中 充徳）
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▲Ｔ２第２次遺構面 ( 溝 ) 検出状況 

▲Ｔ２第３次遺構面検出状況 

▲Ｔ１第４次遺構面検出状況 



特別企画「むかしのくらしと学校」展

◆子供体験講座◆
　「手づくりおひな様」
　　日時／令和６年２月４日（日）
　　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　講師／エコおもちゃ作り市民塾の皆さん
　　内容／和紙・木材等を使って作ります。
　　場所／講座室
　　定員／１５名
　　対象／小学生以上
　　申込／１月２３日（火）必着

◆子供体験講座◆
　「ミニチュア銅

ど う き ょ う  

鏡づくり」
　　日時／令和６年２月１7日（土）
　　　　　午前の部　１０時～１2時　　　　　　　
　　　　　午後の部　１時３０分～３時３０分
　　講師／博物館学芸員・博物館ボランティア
　　内容／五反島遺跡出土の銅鏡の３分の１ミ　
　　　　　ニチュアをつくります。
　　場所／講座室
　　定員／午前・午後の部とも各１０名
　　対象／小学３年生～中学生
　　　　　（小学生の場合は保護者同伴）
　　申込／２月６日（火）必着

■■申込方法■■
はがきかＦＡＸに ､講座名、希望の時間帯 ､参加者全員 (付き添い含む )の名前 (ふりがな )､ 郵便番号 ､住所 ､学年 ､電話番
号を書いて博物館まで。吹田市役所ホームページの電子申込システムからも応募できます。※申込多数の場合は抽選になります。 

吹田市立博物館だより第96号　令和５年（2023年）12月28日発行　発行：吹田市立博物館
〒564-0001　吹田市岸部北4丁目10番1号　TEL 06（6338）5500 FAX 06（6338）9886　
ホームページhttps://www.suita.ed.jp/hak/

◆ワークショップ◆　　　
　「マリオネット操り講座」
　　日時／令和６年３月９日（土）
　　　　　午後２時～３時３０分
　　講師／山下恵子氏､柿本香苗氏､藤本真由美氏 
　　内容／実演を見たあと、マリオネットを操っ　
　　　　　てみます。 　　　
　　場所／講座室
　　定員／18名
　　対象／小学生以上（小学生は保護者同伴）
　　申込／２月２0日（火）必着

◆子供体験講座◆
　「手作りおもちゃ教室」
　　日時／令和６年２月２5日（日）
　　　　　午前の部　１０時～１２時
　　　　　午後の部　１時３０分～３時３０分
　　講師／心ふれあいSA吹田おもちゃ部会の皆さん
　　内容／昔の遊び道具と牛乳パックや身の回りにあ
　　　　　る材料を使っておもちゃ作りをします。
　　場所／講座室
　　定員／午前・午後の部とも各２０名
　　対象／５歳～中学生
　　申込／２月１3日（火）必着

イベントの案内

この冊子は2,000部作成し、１部あたりの単価は45.1円です。
森林認証紙と植物油インキを使用しています。
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◆親子体験講座◆
　「大昔のアクセサリー～まが玉づくり～」
　　日時／令和６年２月１0日（土）
　　　　　午前の部　１０時～１２時
　　　　　午後の部　１時３０分～３時３０分
　　講師／博物館学芸員・博物館ボランティア
　　内容／ろう石を削ったり、磨いたりして、大昔の
　　　　　アクセサリーまが玉を作ります。
　　場所／講座室
　　定員／午前・午後の部とも各３０名
　　対象／小学生・中学生・保護者　
　　申込／１月３０日（火）必着

◆親子体験講座◆      
　「昔のあかりと火おこし体験」
　　日時／令和６年３月３日（日）
　　　　　午前の部　１０時～１２時
　　　　　午後の部　１時３０分～３時３０分

講師／博物館学芸員・博物館ボランティア
内容／ろうそく、行灯、石油ランプなど、昔
　　　のあかりを学習し、火打ち石やまいぎ
　　　り等の火おこしを体験します。
場所／講座室（火おこしは屋外）
定員／午前・午後の部とも各２０名
対象／小学生・中学生・保護者

　　申込／２月２０日（火）必着

◆親子体験講座◆
　「昔は草木で染めたんだあ一草

くさ

木
き

染
ぞ

め体
たいけん

験」
　　日時／令和６年３月１６日（土）
　　　　　午後２時～４時
　　講師／博物館ボランティア
　　内容／紫金山公園の自然の草木を使って色を
　　　　　取り出し、どのように染まるかを体験
　　　　　します。 　　　
　　場所／講座室
　　定員／２０名
　　対象／小学生・中学生・保護者
　　申込／３月５日（火）必着

◆ワークショップ◆　　　
　「簡単マリオネットワークショップ  〜作って遊ぼう」
　　日時／令和６年２月２４日（土）
　　　　　午後１時３０分～４時
　　講師／山下恵子氏､柿本香苗氏､藤本真由美氏
　　内容／紙コップとたこ糸で簡単なマリオネ
　　　　　ットを作って遊びます。 
　　場所／講座室
　　定員／18名
　　対象／小学生以上（小学生は保護者同伴）
　　申込／２月６日（火）必着


